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  ABSTRAK 

 

Adelin Octaviani Putri. 2023. Analisis Fungsi HelloTalk Sebagai Media 

Pembelajaran Bahasa Jepang. Skripsi. Program Studi Pendidikan Bahasa Jepang. 

Fakultas Bahasa dan Seni. Universitas Negeri Jakarta. 

Penelitian ini bertujuan untuk mengetahui bagaimana fungsi HelloTalk sebagai 

media pembelajaran bahasa Jepang berdasarkan gabungan teori fungsi media 

pembelajaran yang dikemukakan oleh Sadiman dan Rowntree. Media merupakan 

aspek yang tak terpisahkan dari proses pembelajaran. Seiring berkembangnya 

teknologi, media pembelajaran tidak terbatas pada bahan ajar berbentuk cetak 

karena telah berkembang media pembelajaran berbasis internet yang mudah diakses. 

HelloTalk mendukung pembelajaran berbagai macam bahasa asing, termasuk 

bahasa Jepang. Melihat potensi dari aplikasi HelloTalk sebagai media pembelajaran 

berdasarkan penelitian-penelitian terdahulu, dilakukan penelitian yang ada dalam 

lingkup pendidikan atau pengajaran bahasa Jepang, khususnya mengenai fungsi 

media pembelajaran menggunakan metode analisis deskriptif. Pengumpulan data 

penelitian ini menggunakan angket dan kepustakaan. Hasil penelitian ini adalah (1) 

HelloTalk dapat berfungsi sebagai media pembelajaran Bahasa Jepang untuk 

meningkatkan gairah belajar mahasiswa. (2) HelloTalk dapat berfungsi untuk 

mendukung pembelajaran agar sesuai minat dan bakat mahasiswa. (3) HelloTalk 

dapat berfungsi untuk mengatasi sikap pasif peserta didik. (4) HelloTalk dapat 

berfungsi untuk memberikan rangsangan yang sama terhadap pembelajaran. (5) 

HelloTalk dapat berfungsi untuk menyamakan pengalaman dan persepsi mahasiswa 

terhadap isi pembelajaran. (6) HelloTalk tidak dapat berfungsi sebagai media 

pembelajaran untuk memberikan umpan balik dengan segera. (7) HelloTalk dapat 

berfungsi untuk menggalakkan latihan yang serasi, terutama dalam menggalakkan 

latihan berbicara, membaca dan menulis. 

Kata Kunci: Media Pembelajaran Bahasa, Fungsi Media Pembelajaran, 

HelloTalk  
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ABSTRACT 

 

Adelin Octaviani Putri. 2023. Analysis of the function of HelloTalk as learning 

media for Japanese language. Thesis. Japanese Language Education Study Program. 

Faculty of Language and Arts. State University of Jakarta. 

This study aims to identify how HelloTalk functions as learning media for Japanese 

language based on combined theory of learning media functions proposed by 

Sadiman and Rowntree. Learning media is a crucial aspect for learning process. As 

technology develops, learning media isn’t limited to learning material such as 

textbooks due to the development of internet based learning medias which are easy 

to access. HelloTalk supports the learning process of various languages including 

Japanese. Based on several studies about HelloTalk potential as learning media, this 

research was conducted within the scope of Japanese education or teaching, 

particularly regarding the function of learning media using descriptive analysis 

methods. Data was collected through questionnaire and literature reviews. 

Following the research, it was concluded that (1) HelloTalk can function as 

Japanese learning media to improve student’s learning motivation. (2) HelloTalk 

can function to support learning process driven by student’s interest and skill. (3) 

HelloTalk can function to overcome student’s passivity. (4) HelloTalk can function 

to provide students equal stimulation towards learning process. (5) HelloTalk can 

function to provide students equal learning experience and perceptions towards 

learning. (6) HelloTalk is incapable or giving immediate feedbacks as learning 

media. (7) HelloTalk can function to accommodate suitable learning exercises, 

particularly for speaking, reading and writing. 

Keywords: Languages Learning Media, The Function of Learning Media, 

HelloTalk 
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日本語学習デジタルメディアとしての HelloTalkの機能を分析 

 

ジャカルタ国立大学 

Adelin Octaviani Putri 

adelinoctavianip@gmail.com 

概要 

A. 背景 

言語は基本的なコミュニケーションツールであり、人間の生活にと

って非常に重要な側面である。言語教育は、学習者が言語の基本的

なスキルを身につけることを目的としており、これには言語スキル

の 4 つの側面、聞く能力、話す能力、読む能力、書く能力である。 

もちろん、学習プロセスが常にスムーズに進むとは限らない。 日

本語学習における問題点としては、カナや漢字を覚える事の難しさ、

語彙を増やす事の難しさ、話すことに自信がない、助詞の使い方の

難しさ、文法を理解する事の難しさ、などが挙げられる。 また、

現地語の影響を受けるイントネーションの問題、教室内での学習機

会しか利用出来ない生徒、ネイティブスピーカーがいると積極的に

発言しない生徒、プレゼンテーションの際に翻訳アプリケーション

に頼ってしまう生徒、授業以外での教師との相談機会の活用が最適

でない生徒など、環境やモチベーションの要因から生じる問題もあ

る。しかし、テクノロジーの発達に伴い、学習メディアは印刷教材

にとどまらず、インターネットを利用したデジタル学習メディアも

開発され、簡単にアクセスできるようになりました。HelloTalk は、

日本語を含む様々な外国語の学習をサポートしています。先行研究

から HelloTalk の学習メディアとしての可能性を見出し、記述分析

的手法を用いて、HelloTalk の学習メディアとしての機能、特に日

mailto:adelinoctavianip@gmail.com
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本語教育の範囲における機能を研究した。この研究のデータ収集に

は、以下のアンケートと文献を用いた。 

B. 問題提供 

1. 学習意欲を高める日本語学習メディアとしての HelloTalk の機能

とは。 

2. 興味や能力に合わせた学習を支援する日本語学習メディアとし

ての HelloTalk の機能とは。 

3. 日本語学習メディアとしての HelloTalk は、学習者の受動的な姿

勢を克服するために、どのように機能しているのか。 

4. HelloTalk は、日本語学習メディアとしてどのように機能し、学

習と同じ効果を学習者に与えることができるのか。 

5. HelloTalk は、日本語学習メディアとしてどのように機能し、学

習内容に対する生徒の習熟度を等しくすることができるのか。 

6. HelloTalk は、日本語学習メディアとして、どのように機能して

いるのか。 

7. HelloTalk は、日本語学習メディアとしてどのように機能し、適

切な演習授業を可能にするのか。 

C. 解決 

この研究は、2023 年 10 月から 2023 年 12 月にかけて、ジャカル

タ国立大学 A キャンパスで実施した。調査対象者は、2021 年度日本

語教育学習プログラムの学生、計 50 名である。この研究では、質的

記述法を用い、アンケート調査や出版物を通して収集したデータの

結果を示す。 

以下に、HelloTalk の日本語学習メディアとしての機能を、学習

メディア機能論に基づいて分析した結果を示す。すべてのデータを

わかりやすくするために，以下の表を示す。 
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学習メディア理論の機能 分析 

学習意欲を高める学習メディ

アの機能 

7 つの質問項目の分析結果は、良好な

解釈尺度を示している。しかし、

HelloTalk 使用後の生徒の忍耐力の向上

に関する問題 1 では、62％の「反対」

という回答が得られ、HelloTalk の使用

は生徒の学習忍耐力に影響を与えない

ことを意味している。 

興味や能力に合わせた学習を

支援する学習メディアの機能 

8 つの質問項目の分析結果は、良好な

解釈尺度を示している。しかし、

HelloTalk を利用した後の生徒の興味・

関心のある学習教材に対する好感度の

上昇に関する質問項目 10 では、「賛

成」50％、「反対」50％というバラン

スのとれた回答が得られておる。これ

でHelloTalkは関心がある学習教材に対

する好感度に影響を与えていないこと

がわかる。 

生徒の受動的な態度を克服す

る学習メディアの機能 

学生の受動的な態度を克服する日本語

学習メディアとしての HelloTalkの機能

に関する 8 つの質問文項目の分析結果

は、全体として良好な解釈尺度を示し

ている。 

学習に同じ刺激を与える学習

メディアの機能 

HelloTalk の日本語学習メディアとして

の機能について、3 つのアンケートを
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分析した結果、全体として同じような

学習刺激を与えるという、良い解釈尺

度が示された。 

学習者の学習内容に対する経

験や認識を均等化するの学習

メディア機能 

3 つの質問項目の分析結果は、良好な

解釈尺度を示している。しかし、

HelloTalk の全機能を利用するために利

用料を支払う意思があるかどうかとい

う質問 29では、92％の学生が「反対」

と回答している。 

即座にフィードバックを提供

する学習メディアの機能 

全体として、3 つの質問項目の分析結

果から、解釈の尺度は非常に良い。し

かし、小論文の設問を分析した結果、

学生がHelloTalkからフィードバックを

受けるタイミングに一貫性がなかった

ため、回答者全員がフィードバックを

受ける際に良い経験をしたとは言えな

いことがわかった。 

学習メディアの機能として、

適切な学習演習を提供する 

5 つの質問項目の分析結果は、良い解

釈尺度を示している。しかし、33 番の

授業で扱った教材を勉強するために

HelloTalk を利用するという質問では、

「賛成」が 50％、「反対」が 50％とい

う回答になっている。 

 

D. 結論 
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1. HelloTalk は、生徒の学習意欲を向上させる日本語学習メディアと

して機能する。 

2. HelloTalk は、生徒の興味や技能に応じた学習プロセスを支援する

ことができる。 

3. HelloTalk は、生徒の消極性を克服するために機能する。 

4. HelloTalk は、学習プロセスに対して、生徒に等しい刺激を与える

機能を果たすことができる。 

5. HelloTalk は、生徒の学習経験や学習に対する認識を平等にする機

能を果たすことができる。 

6. HelloTalk は、学習メディアとして即座にフィードバックを与える

ことができない。 

7. HelloTalk は、特に話すこと、読むこと、書くことに適した学習、

練習に対応できる。 
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